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新年明けましておめでとうございます。皆様にはお健やか
に新春をお過ごしのこととお慶び申しあげます。
平素は保護司会活動、並びに更生保護活動に何かとご
尽力をいただき、厚く御礼申しあげます。
昨年は、新型コロナウイルス感染拡大防止に明け暮れまし

た。主要行事は、中止または縮小を余儀なくされ、保護観察や
環境調整においても面談が制限され、電話等でリモート面談

となる場合もありました。今迄の保護司活動で直接の面談が
制限されることは初めての経験です。
しかしながら今まで当たり前と思っていたことが、角度を変
えてみると、改善、合理化の余地があることにも、気づかされま
した。このコロナ禍もいつかは終息し元の生活に戻るかも知れ
ませんが完全に戻ることはないと思われます。コロナ禍での新
しい生活様式の良い点、合理的な点は残ってくることでしょう。
高槻市では、現在第４次地域福祉計画を策定中で、その

中に再犯防止推進計画を含めていただくこととなり、保護司
会も話し合いに参画しています。私達の活動も新しい視点で
の見直しを図らなければなりません。
皆様には、変わらぬご支援をお願いするとともに、保護司会
活動、更生保護活動が益々充実発展することを願い、そして
皆様のご健康とご多幸を祈り、新年のご挨拶とさせていただ
きます。

新年のご挨拶

高槻地区保護司会

会　長 松　　本　　　大
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新型コロナウィルスが流行している。ずっと以前に私の友人の
微生物学者が、著書「病原微生物の本音」の中で次のように
述べている。「微生物は人類の敵になろうとしているのではな
い。森林の伐採や地球温暖化などによる自然破壊、社会活動
での盛んな移動、飼育動物や野生動物の食肉などが原因で
病気を引き起こすようになった」慧眼だと思う。（辻）

新型コロナウイルスの影響で、家庭菜園を始める人が増えた
そうです。うちの畑でも、若い人が4月から3組も入りました。今ま
でになかったことです。設備の整った手軽な貸し農園だと、順
番待ちをしている人が、結構いるそうです。畑は密にならず、
適度に体も動かします。この状況下では、お勧めのレジャーだ
と思います。是非“ＧoＴoファーム！”（関）

2020年は、コロナで始まりコロナで終わった1年だったけれど
家にいる時間が多いからこそできるものはないかと始めたの
がアルトリコーダー（たまたま息子がいた部屋で発見）。吹き方
もわからずネットで検索しながら一人で練習していましたが、1
か月前くらいから週1回の自彊術仲間の中には、ピアノやオカリ
ナ、ハーモニカなど得意な人もありコロナが収束したらみんな
で合奏するのが目標になりました。（三）
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今年は新型コロナウィルスの感染防止

のため参加者が制限され、高槻地区か

らは4人の参加となり、法務大臣表彰3名

をはじめ下表の17名が表彰されました。

新年明けましておめでとうございます。
高槻地区保護司会の皆様方におかれましては、新年
のよき日をお迎えのこととお慶び申し上げます。また、
平素より更生保護活動等を通じた、犯罪や非行のない
明るい社会づくりにご尽力いただき、厚く御礼申し上
げます。
さて、我が国における刑法犯罪認知件数は、平成15
年以降毎年減少しており、本市におきましても右肩下
がりで推移しております。これもひとえに、貴会をは
じめ関係団体の皆様方の日々の活動の賜物でございま

す。とりわけ、昨年は新型コロナウイルス感染症が拡
大し、活動が制限される中、感染症対策に留意されな
がら継続した取組をいただいておりますことに深く敬
意を表する次第でございます。
一方、検挙人員に占める再犯者の比率は一貫して上
昇しており、平成29年12月に国は「再犯防止推進計
画」を策定し、国・地方自治体・民間が緊密に連携協
力して再犯防止施策を推進することが掲げられました。
本市としましては、貴会よりいただいた貴重なご意
見を踏まえ、本年3月に策定する「第4次地域福祉計
画・地域福祉活動計画」に再犯防止推進の視点を抱合
し、今後、計画の推進に努めてまいりたいと考えてお
ります。
貴会におかれましては、犯罪のない安全で安心して
暮らせる地域社会の実現に向け、一層の連携とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
結びに、貴会の益々のご発展と、皆様方のご健勝ご
多幸を祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただき
ます。

新年あけましておめでとうございます。
高槻地区保護司会の皆様におかれましては、新年を
お健やかにお迎えのことと、心からお慶び申し上げます。
皆様方には、地域社会の中で、犯罪をした人や非行
に陥った方々の更生保護に日々ご尽力されるとともに、
犯罪のない明るい社会づくりにたゆまぬ努力を重ねてお
られますことに対しまして、心より感謝を申し上げます。
昨年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大、集中
豪雨などの自然災害など、厄災に見舞われた一年でした。
改めまして、新型コロナウイルス感染症に罹患され
た皆様、自然災害に被災された皆様にお見舞い申し上げ

ますとともに、一日も早いご快復、復旧を心よりお祈り
申し上げます。
さて、刑法犯の認知件数は、平成14年をピークに一貫
して減少しており、犯罪情勢は改善の傾向が見られます。
しかし、その一方で、特殊詐欺やサイバー犯罪件数の増
加や、覚醒剤事犯などを中心に、再犯の問題も顕著と
なっています。
このような中、再犯防止のカギとなる「仕事」と
「居場所」の確保などの更生保護活動を通じて、更生を
目指す方々の立ち直りを支えるとともに、“社会を明る
くする運動”など、犯罪や非行の予防活動に取り組んで
いただいておりますことに、重ねて感謝申し上げます。
本町におきましても、安心で安全に暮らせるまちづ
くりのため、犯罪対策などの諸施策を推進し、犯罪や非
行のない明るい地域社会づくりに努めてまいりますので、
一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
結びに、高槻地区保護司会の今後ますますのご発展
並びに皆様のご健勝とご活躍、また、新型コロナウイル
ス感染症の一日も早い終息を心からお祈り申し上げまし
て、新年のご挨拶といたします。

高槻市長

濱　田　剛　史

島本町長

山　田　紘　平

新年おめでとう
　　　ございます

新年のご挨拶





と　き　　令和2年10月29日（木）

ところ　　豊中市立文化芸術センター



大阪更生保護大会

と　き　令和2年11月4日（水）
　　　　13:30 ～ 15:30

ところ　高槻現代劇場南側大会議室

テーマ　「生活環境の調整について」

講　師　大阪保護観察所
　　　　主任保護観察官  西原　実 氏
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人 事 消 息 （敬称略）

小　林　勝　男
（富田・阿武野地区）

第三期 定例研修会
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受　　賞　　者表　　彰　　名

片岡　芳子　　　若谷　恭子　　　時永美恵子

河西　良雄　　　中谷　佳史　　　鷲尾　啓久

飯田　正和　　　長谷川良三　　　秦　　潤一

原田　　勇　　　藤井　　弦

河西　良雄

清野　　学　　　下江　正治

福岡　　章　　　本管　正嗣

株式会社笹井コーポレーション

代表取締役　笹井祥計

野村　京子

栄誉に輝く仲間 （敬称略）

法務大臣表彰

近畿地方更生保護委員会委員長表彰

近畿地方保護司連盟会長表彰

大阪保護観察所長表彰

大阪府保護司会連合会会長表彰

大阪保護観察所長感謝状

大阪府保護司会連合会会長感謝状

（功労保護司）

（功労保護司）

（功労保護司）

（永年保護司）

（功労保護司）

（功労保護司）

（協力雇用主）

（家族功労）

　市消防本部を定年退職後、現在は再任用で市立公民館の館長
を仰せつかっております。長きに亘りお世話になった市に何らかの形
で恩返しがしたいと考えていたところ、保護司のお話をいただき、お引
き受けしました。何分にも浅学非才の身ではございますが諸先輩方
からのご指導を賜りながら精一杯頑張ります。宜しくお願いします。

（富田・阿武野地区） 小林　勝男
こ ばやし おかつ

新  会  員・自  己  紹  介新  会  員・自  己  紹  介 令和2年9月25日付 委嘱


